
平成２8年度 予算案を審査

一般会計当初予算内訳（総額145.7億円）

歳入

一　般　会　計

市税 52.0億
（35.7%）

国・県支出金
 33.4億

（22.9%）
市債 17.0億

（11.7%）

地方交付税
 14.0億
（9.6%）

繰入金 10.0億
（6.9%）

譲与税・交付金
 7.2億

（4.9%）

諸収入等 5.7億
（3.9%）

分担金および
負担金 2.3億

（1.6%）
使用料および
手数料 2.9億

（2.0%）

財産収入等
 1.2億

（0.8%）

総　　額

特
別
会
計

企
業
会
計

　３月定例会において提案
された、平成28年度各会計
予算は、３日間（３月14日～３
月16日）にわたり予算特別
委員会において慎重に審査
した結果、
総額259億8,371万３千円
（企業会計を含む）を可決し
ました。
　平成28年度の主要事業
と、審査における質疑及び答
弁の一部をご紹介します。

145億7,291万4千円
44億2,774万円

3,184万6千円
4,835万9千円
4,932万6千円

3億3,010万6千円
26億7,261万4千円

4億3,296万8千円
79億9,295万9千円

7億1,231万2千円
10億3,323万7千円
16億7,229万1千円

34億1,784万円
259億8,371万3千円

国 民 健 康 保 険
漁 業 集 落 排 水
農 業 集 落 排 水
港湾施設管理受託
土 地 造 成
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療

合　　計
水 道 事 業
工 業 用 水 道 事 業
公 共 下 水 道 事 業

合　　計

歳出

民生費 41.5億
（28.5%）

土木費 22.2億
（15.2%）

公債費 21.8億
（15.0%）

総務費 18.0億
（12.4%）

教育費 17.6億
（12.1%）

衛生費 11.2億
（7.7%）

消防費 5.1億
（3.5%）

商工費 2.6億
（1.8%）

議会費 2.0 億
（1.3%）

農林水産業費
 2.3億

（1.6%）

労働費 1.2億
（0.8%）

予備費 0.2億
（0.1%）
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主要事業の一部

新規
空家対策事業
（3,872千円）

新規
商店街等振興奨励事業
（1,000千円）

拡充
こども医療費助成事業
（79,345千円）

空家等対策の推進に関する特別措置法
の制定に対応するため協議会を設置
し、空家等対策計画を作成する事業。

新規
浸水対策事業（立戸地区）

（2,500千円）
立戸地区内の浸水による被害の縮小を
図るため、雨水排水施設の整備につい
て、調査設計を行う事業。

平成27年度に大竹市商店街連合会に
委託して実施した地方創生商店活性化
事業「ワークショップ」で出たアイデアや
意見を参考にして、大竹市商店街連合
会、大竹商工会議所等と連携して商工
振興策を展開する事業

新規
あたたかあたた基金事業
（24,717千円）

駐留軍等の再編の影響を受ける地区
（阿多田島）住民に対する支援を行いま
す。地元郵便局窓口においての住民票
等各種公的証明書の交付事業、妊産婦
への妊婦健康診査や出産の際の交通費
（船賃）の助成事業、高校生のフェリー代
相当額の助成事業、高齢者へのフェリ
ー代の助成事業など

新規
ふるさと納税促進事業
（10,000千円）

寄附（ふるさと納税）の促進や市のＰＲを
目的に、一定額以上の寄附者に対して、
市の特産品を返礼品として贈呈します。

阿多田島近海で獲
れたカタクチイワ
シのイリコ（特産品
の一例）

乳幼児等医療費の自己負担額に対する
一部助成対象の年齢を、中学生相当の
年齢に達した者までに拡充すると共に、
全対象世帯の所得制限を撤廃します。
受給者証の名称は、「こども医療費受給
者証」に変わります。
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予
算
特
別
委
員
会
で
の

　
　
　
　
　質
疑
・
答
弁

QA

QA

QAQA

QAQA

QA

小方橋北詰交差点

　
●
小
方
橋
北
詰
交
差
点
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渋
滞
に
つ
い
て

　
　
小
方
橋
北
詰
交
差
点
の
信
号
は
歩
車

分
離
型
で
大
変
渋
滞
し
て
い
る
。
交
通
安

全
の
観
点
か
ら
仕
方
な
い
こ
と
だ
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
平
成
27
年
５
月
中
旬
頃
に
警
察
が
信

号
の
時
間
を
調
整
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

安
全
に
な
っ
た
と
い
う
声
も
あ
る
。
通
学

時
間
だ
け
歩
車
分
離
に
な
ら
な
い
か
聞
い

て
み
た
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
●
市
の
福
祉
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
障
が
い
の
あ
る
子
の
親
に
と
っ
て
、

子
供
の
将
来
が
心
配
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
作
る
な
ど
、
市
と
社
会
福
祉
協

議
会
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
は
で
き

な
い
か
。
ま
た
、
さ
つ
き
作
業
所
の
雨
漏

り
や
、
耐
震
改
修
な
ど
、
福
祉
に
対
す
る

考
え
を
問
う
。

　
　
さ
つ
き
作
業
所
の
問
題
や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
こ
と
を
含
め
地
域
生
活
支
援
拠

点
を
ど
う
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
地
域

自
立
支
援
協
議
会
の
地
域
生
活
部
会
で
こ

れ
か
ら
当
事
者
や
関
係
者
で
協
議
し
て
い

く
。

　
●
こ
ど
も
医
療
費
助
成
の

　
　
　
　
　
　
　
拡
充
に
つ
い
て

　
　
こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
中
学
生
ま
で

へ
の
拡
充
に
つ
い
て
、
一
部
負
担
有
り
と

無
し
の
差
額
は
。
ま
た
一
部
負
担
有
り
に

し
た
経
緯
を
問
う
。

　
　
中
学
生
ま
で
一
部
負
担
有
り
の
場
合

は
追
加
費
用
１
，
１
０
０
万
円
程
度
、
完

全
無
料
の
場
合
は
４
，
２
０
０
万
円
程
度

と
な
り
、
差
は
３
，
１
０
０
万
円
で
あ
る
。

無
料
に
す
る
と
受
診
回
数
が
増
加
す
る
懸

念
も
あ
る
。

　
●
ご
み
の
広
域
処
理
に
つ
い
て

　
　
廿
日
市
市
と
の
可
燃
ご
み
広
域
処
理

に
つ
い
て
、
経
費
の
面
か
ら
み
れ
ば
中
継

施
設
を
作
ら
ず
に
、
パ
ッ
カ
ー
車
で
直
接
、

廿
日
市
市
に
搬
入
す
る
ほ
う
が
良
い
の
で

は
な
い
か
。

　
　
そ
う
す
る
と
大
竹
市
の
２
ト
ン
パ
ッ

カ
ー
車
約
15
台
で
廿
日
市
市
へ
搬
入
す
る

こ
と
に
な
る
。
廿
日
市
の
市
民
感
情
に
配

慮
し
10
ト
ン
の
パ
ッ
カ
ー
車
で
１
日
３
回

程
度
の
搬
入
と
し
た
。

　
●
御
園
６
号
棟
の
建
設
に
つ
い
て

　
　
高
さ
を
考
慮
す
る
と
冬
至
の
日
に
は

日
が
当
た
ら
な
い
部
屋
も
あ
る
。
土
砂
災

害
は
対
策
を
行
う
が
、
日
照
は
考
慮
さ
れ

て
い
な
い
。
な
ぜ
急
い
で
条
件
の
悪
い
場

所
に
建
設
す
る
の
か
。

　
　
過
去
の
住
宅
計
画
か
ら
、
こ
の
場
所

い
う
こ
と
で
準
備
を
進
め
て
き
た
。
入
居

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
77
％
の
方
が
６

号
棟
へ
の
入
居
を
希
望
さ
れ
て
い
る
。
入

居
さ
れ
な
い
よ
う
な
ら
ば
、
使
い
方
を
工

夫
す
る
。

　
●
阿
多
田
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工
事
に
つ
い
て

　
　
阿
多
田
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
工
事
と
は
。
以
前
計
画
し
て
い

た
阿
多
田
外
深
浦
地
区
防
災
公
園
は
ど
う

す
る
の
か
を
問
う
。

　
　
こ
れ
は
旧
阿
多
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
災
害
時
の
一
次
避
難
場
所
に
整
備
す

る
も
の
。
平
常
時
は
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
も
使
え
る
。
外
深
浦

地
区
に
つ
い
て
は
休
止
中
で
あ
る
が
、
防

衛
局
と
中
止
に
向
け
て
協
議
を
し
て
い
る
。

　
●
市
立
中
学
校
の

　
　
　
　
　
推
薦
基
準
に
つ
い
て
　

　
　
市
立
中
学
校
の
高
校
へ
の
推
薦
基
準

は
。
ま
た
、
中
学
１
年
生
、
２
年
生
時
の

問
題
は
関
係
す
る
の
か
を
問
う
。

　
　
学
校
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
る
が
、
基

本
的
に
は
『
社
会
の
ル
ー
ル
が
守
れ
る
。

学
力
面
に
お
い
て
あ
る
程
度
の
力
を
有
し

て
い
る
』
と
の
基
準
が
あ
る
。
３
中
学
校

と
も
中
学
１
、
２
年
生
時
の
問
題
は
推
薦

の
基
準
に
し
て
お
ら
ず
、
３
年
生
時
の
問

題
の
み
推
薦
に
と
り
あ
げ
る
。
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栗谷産ヒノヒカリ
（特産品の一例）

QQ AA

QAQA

本会議へ

　
●
あ
た
た
ハ
マ
チto

レ
モ
ン
に
つ
い
て

　
　
あ
た
た
ハ
マ
チto

レ
モ
ン
事
業
を

ど
れ
く
ら
い
ま
で
全
国
に
広
げ
て
い
く
の

か
、
ま
た
事
業
と
し
て
成
立
す
る
の
か
。

　
　
あ
た
た
ハ
マ
チto

レ
モ
ン
は
、
各

方
面
か
ら
お
い
し
い
と
評
価
を
い
た
だ
い

て
い
る
が
、
現
況
は
、
補
助
事
業
で
あ
り
、

平
成
28
年
度
か
ら
は
生
産
者
の
事
業
と
し

て
成
立
す
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

　
行
政
と
し
て
は
，
大
量
消
費
に
つ
な
が

る
よ
う
例
え
ば
給
食
で
利
用
す
る
等
考
え

て
い
る
。

　
●
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
登
録
に
つ
い
て

　
　
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
は
98

社
あ
る
。
工
事
店
の
所
在
地
は
大
阪
や
横

浜
も
含
ま
れ
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

　
　
事
業
者
の
指
定
要
件
に
、
営
業
所
の

所
在
地
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
新
築
工
事

等
の
際
に
登
録
す
る
市
外
業
者
が
多
い
。

　
●
防
鹿
地
区
の

　
　
　
　
　
　
下
水
道
工
事
に
つ
い
て

　
　
防
鹿
地
区
に
お
い
て
下
水
道
工
事
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成
30
年
度
完
了
と

聞
く
が
、
進
捗
状
況
を
問
う
。

　
　
概
ね
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
防
鹿
地

区
が
完
成
す
れ
ば
、
下
水
道
計
画
区
域
に

お
い
て
整
備
が
終
わ
る
。

　
●
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
理
念
を
も
っ
て
集
め
る
と
い
う
考
え
方

を
研
究
し
た
の
か
を
問
う
。

　
　
返
礼
品
で
ふ
る
さ
と
納
税
を
募
る
こ

と
は
し
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
び
地
方

創
生
事
業
推
進
の
財
源
と
し
て
、
ま
た
返

礼
品
に
よ
り
市
内
産
業
の
振
興
を
図
り
、

市
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
い
う
思
い
で
、

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
と
し
た
。

※
委
員
会
で
採
決
の
結
果
、

　
　
　全
会
計
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決

本
会
議
で
採
決
の
結
果

　全
会
計
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決

予 

算 

特 

別 

委 

員

委  

員  

長
　
　
山
　
崎
　
年
　
一

副
委
員
長
　
　
網
　
谷
　
芳
　
孝

委
　
　
員
　
　
末
　
広
　
和
　
基

和
　
田
　
芳
　
弘

大
　
井
　
　
　
渉

藤
　
井
　
　
　
馨

寺
　
岡
　
公
　
章

田
　
中
　
実
　
穂

〜
委
員
会
で
の
討
論
〜

 

一  

般  

会  

計

【
反
対
討
論
】

〇「
全
体
的
に
厳
し
い
中
で
の
予
算

で
あ
る
と
理
解
は
し
て
い
る
が
、
一

般
会
計
が
関
連
し
た
事
業
で
、
係
争

中
の
件
も
あ
り
、
反
対
せ
ざ
る
を
得

な
い
」

【
賛
成
討
論
】

〇「
行
財
政
運
営
に
関
し
て
の
、
し
っ

か
り
と
し
た
心
構
え
や
、
人
事
評
価

制
度
等
に
対
す
る
決
意
に
つ
い
て
も
、

し
っ
か
り
と
果
し
て
も
ら
え
る
と
感

じ
賛
成
」

  

土
地
造
成
特
別
会
計

【
反
対
討
論
】

〇「
一
般
会
計
で
の
反
対
討
論
と
同

様
の
理
由
に
よ
り
反
対
」

【
賛
成
討
論
】

〇「
小
方
ケ
丘
の
日
常
の
生
活
の
中

で
、
ス
ト
ッ
ク
効
果
、
成
果
が
順
調

に
育
つ
こ
と
を
期
待
し
て
賛
成
」

〜
本
会
議
で
の
討
論
〜

【
反
対
討
論
】

〇「
大
願
寺
公
募
売
却
で
業
者
の
意

向
を
受
け
公
募
期
間
中
に
募
集
要
項

の
変
更
を
し
た
と
本
会
議
で
市
長
が

認
め
た
。
土
地
会
計
と
一
般
会
計
に

反
対
。
大
竹
小
卒
業
式
別
れ
の
言
葉

「
マ
ジ
、
ガ
チ
」
を
見
習
う
べ
き
」

【
賛
成
討
論
】

〇「
第
５
次
総
合
計
画
に
あ
げ
る
笑

顔
元
気
輝
く
大
竹
を
目
指
し
て
、
地

方
創
生
事
業
を
推
進
す
る
計
画
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
予
算
で
あ
る
。
土

地
造
成
会
計
に
関
し
て
は
住
宅
地
も

ほ
ぼ
完
売
し
大
成
功
だ
」

と
とと
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